


　あい・友農園は、NPO法人あい・友が長野県青木村にハウス農園として開設し、様々な野菜の栽培実験を行っ

てきましたが、昨年 11 月をもって、運営を（株）エフ・イー・シーに移管しました。

　あい・友では、地域の高齢者や障がい者に雇用の場を提供し、地域コミュニティーの充実・発展を目指して活

動していますが、現在、（株）エフ・イー・シーと連携しながら、小・中学校への安全な食材の提供など野菜の

地産地消を目指し活動しています。

あい・友協賛のイベントが開催されました

■大阪「春琴抄」
　大阪市の御霊神

社・儀式殿で、6月 23 日、谷崎潤一郎の『春琴抄』

の講演と朗読の催しがあい・友の協賛により開催され

ました。第 1部が講演、第２部が朗読という 2部構成。

朗読では、会員で俳優の岩崎加根子さんが、『極める

芸の厳しさ。深遠なる愛を問う』をテーマに、三味線

とヴァイオリンの音をバックに哀感を込めて語りか

け、観客を魅了しました。

　岩崎さんは「私がこの作品の面白さは、二人の歪ん

だ愛だけではなく、愛する二人ゆえに、ここまで芸を

極めることができたという点にあると思うからで、私

はこの作品がとても好きです。ですから脚本は自分で

小説から台詞を選んでつくり、琴や三味線以外に、二

人の心の琴線を表すため、ヴァイオリンを効果的に用

いることにしました。朗読のみでは表せぬあやなす心

情を絃の調べとともに訴えることができたらと思いま

す」と公演前に話していました。

　会場となった「御霊神社」は、春琴抄の登場人物で

ある春琴、佐助の住んだという道修町の近くにあり、

作品中にも出てきます。公演後、岩崎さんは「偶然で

はありますが作品の舞台になった場所で演じることが

出来るのは、役者にとって嬉しいことです。ひしひし

とした緊張感を味わいました。会場を出てからも、こ

の辺りを春琴は佐助に手を引かれながら歩いたのかと

話の場面を想像しながら、余韻に浸ることができまし

た」と感慨深そうに振り返っていました。

■青木村義民太鼓と朗読
　山梨県北杜市の「清里の森」で 7月 29 日に開かれ

た涼風祭では、青木村義民太鼓保存会こまゆみ会の和

太鼓と岩崎加根子さんの朗読によるジョイントコン

サート（あい・友協賛）が行われました。昨年、青木

村でのチャリティーコンサートのメインイベントでの

感動体験を清里で再現したものです。
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